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　創薬の主要な標的であったタンパク質に加えて、さまざまな機能をもったRNAが創薬標的として注目されています。
　創薬リード創成につながる、RNAを標的とする新しい低分子化合物の創成が求められています。

概要・特徴
● 遺標的となるRNAの部分的な
配列や構造を認識するRNA結
合分子の設計と合成

● RNA結合分子が標的RNAに
作用することで、関連する生
理機能を調節できる

技術内容
● 標的RNAに特異的に結合する
分子の創成

● RNA結合分子が標的RNAに
作用するとその構造を変化さ
せ、RNAに由来する生理機能
も変化させる

● 酵素活性をもつリボザイムRNAを標的として、リボザイム活性を制御し、遺伝子発現量の調節に成功

社会への影響・期待される効果
●標的RNAを調査する分子プローブ開発
●RNAを標的とする低分子創薬開発

▼

RNAを標的とする低分子創成
Small molecules targeting functional RNAs
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